
 

 

 

 

 

 

新入生オリエンテーションの一環として、11日（火）14時から60分間、進路指導係による１年進

路講話が大講義室で行われました。前半は、高校における学習時間の確保のことはもちろんのこと、

高校の学習における予習→授業→復習→予習サイクルの大切さ、学校にいる間のすき間の時間を大

切にしてメリハリをつけた学習生活すること、疑問点を残さないためにその日のうちに復習するこ

と、苦手意識は一度リセットし、進学を意識し、基本→応用→発展の積み上げていくことについて

講話がありました。後半は、夏休み明けにある２年次の文理選択において、様々な免許･資格を考

慮しながらの職業観･進学選択をあわせて考えていく大切さや夏休み中に行われる大学のオープン

キャンパス等への参加することの意義について紹介がありました。本校の進路指導では、学力を向

上させることと同時にどんな分野で自己を生かせるか、生かしたいかを真摯に自分と向き合いなが

ら、また時には多くの人の話を聞きつつ普段から考えておく大切さを普段から指導しています。 

 

 

長野県大町岳陽高等学校     学校歳時記 

平成 29年４月 11日（火） 

１年進路講話 ―No Pain,No Gain― 
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